
Ⅰ 　࣍の文͸、高౳ֶֶߍ習指導要ྖ（ฏ੒ 30 ೥ࣔࠂ）の工ۀୈ３׺ʰ各Պ໨にΘͨる指導計ըの作੒と಺༰の取扱いʱのҰ෦で͋る。
͋との໰いに答えな͞い。

３ 　実ݧɾ実習を行うに౰ͨͬて͸、ؔ࿈する法ن౳にैい、施ઃɾઃඋ΍（　①　）౳の安全؅ཧに഑ྀし、（　②　）を੔える
とと΋に、事故防止΍ڥ؀อ全の指導をపఈし、安全と（　③　）にे分ཹҙする΋のとする。·ͨ、ഉ気、ഇغ物΍ഇӷなど
のॲཧについて΋、े分ཹҙする΋のとする。

１　文தの（　①　）ʙ（　③　）にೖる۟ޠとしてద੾な΋のを、࣍のアʙクからͦΕͧΕ１つબΜで、ͦのූ号をॻきな͞い。
ア　機ث　　イ　工具　　ウ　ֶ習ڥ؀　　エ　ༀ඼　　オ　׵気　　カ　Ӵ生　　キ　安৺　　ク　݈߁

２　Լઢ෦について、実習における安全؅ཧとしてできることを、具ମతにॻきな͞い。ͨͩし、実習テーマ΋ॻ͘こと。
３　Լઢ෦について、事故防止の観点から指導する಺༰を、具ମతにॻきな͞い。ͨͩし、実習テーマ΋ॻ͘こと。

Ⅱ　࣍の໰いに答えな͞い。
１　॥ࣾܕ؀ձを実ݱするͨΊに͛ܝらΕている΋のに３R ͕͋る。３つの໊শを、ͦ

ΕͧΕॻきな͞い。
２　1��5 ೥にফඅऀอޢの観点から施行͞Εͨ、製造物のܽؕによりফඅऀの生໋、਎ମ、

生ͨ͡৔߹、製造ऀ͸ͦの責任をෛうことなどを໨తとしている法཯の͕֐にඃ࢈ࡒ
໊শをॻきな͞い。

３　ӈのਤ̍のノΪスのଌఆ値［mm］をॻきな͞い。
４　ʮIP5ʯと͸Կか、具ମྫを͋͛てॻきな͞い。
５　ࣗ分のアイデアを３%$"% ౳を༻いてディジタルデータԽし、ͦのデータを΋とに３% プリンタなどのディジタル機ثで製作す

る。このようなディジタルデータを΋とに造ܗ物を製作する技術のことをԿというかॻきな͞い。

Ⅲ 　͋る生ె͕、ӈの໰୊をؔ数電୎を༻いて計ࢉし解答し͕ͨ、不正解で͋ͬͨ。
。の໰いに答えな͞い࣍

１　この生ె͕ؔ数電୎のૢ作で間違えͨことを、࣍のアʙエから１つબΜで、ͦのූ号をॻきな͞い。
ア　分母に͋る３乗を分母分ࢠ全ମの３乗としている。 イ　分母に͋る DPT 80 3˃7�1�� ͩけ３乗している。
ウ　R"% モードで計ࢉしている。 エ　分ࢠを 4.�� のΈにしている。

２　この໰୊を計ࢉして答えをॻきな͞い。
３　生ెにӈの計ࢉを解かͤるとき、ؔ数電୎のૢ作্の注ҙとして、どのよう

にॿݴするかॻきな͞い。

Ⅳ　࣍の໰いに答えな͞い。
１　ۙ೥、8FC サイト౳でࡧݕしͨʮフリーૉࡐʯとॻかΕͨը૾の使༻を८り、ޙから使༻ྉを੥͞ٻΕる事Ҋ͕૿えている。こ

のときのࠜڌとなる法ྩ໊をॻきな͞い。
２　4/4 ౳を利༻することで情報をൃ৴する機ձ΋૿えている。情報をൃ৴するࡍにとͬͨ行動としてద੾な΋のを、࣍のアʙエか

ら１つબΜで、ͦのූ号をॻきな͞い。
ア　ൃ֐ࡂ生࣌͸、Ұࠁを૪うので、ආ೉΍֐ࡂ情報͸すぐに֦ࢄしͨ。
イ　༑ͩͪの 4/4 のプロフィールཝに間違い͕͋ͬͨので、正しいݸਓ情報とと΋に 4/4 にࡌܝして教えて͋͛ͨ。
ウ　不確かな情報を֦ࢄして͸いけないとࢥい、༑ਓからૹらΕてきͨ情報を 4/4 にࡌܝしなかͬͨ。
エ　ࣗ分͕޷きなܳೳਓ͕プライϕートで観ޫ஍に๚Εていͨので、ຊਓにແஅでͦの情報を 4/4 にࡌܝしͨ。

３　情報のセキュリティ؅ཧの観点から、各࣏ࣗମ͕ఆΊる教育情報セキュリティポリシーにおいてֶߍでఆΊることと͞Εている΋
のをԿというかॻきな͞い。

のਤ̎の࿦ཧճ࿏の出ྗ̭に対するਅཧ値（ද̍）について、දதの①ʙ④に࣍　４
ೖるద੾な数値を、ͦΕͧΕॻきな͞い。

のプログラϜ͸、ࣗવ数をೖྗして、ͦの໿数をදࣔする΋ので͋る。プログラϜதの（　①　）ʙ（　③　）にೖるద੾な記࣍　５
号΍数値を、ͦΕͧΕॻきな͞い。ͨͩし、.0%（"ɼ#）͸ " を # でׂͬͨときの༨りをٻΊるؔ数で͋り、使༻しているプロ
グラϛングޠݴ͸ +I4 'VMM #"4I$ で͋る。
100 I/P65 PR0.P5 l ࣗવ数をೖྗしてͩ͘͞い z�/6.
110 PRI/5 /6.�z の໿数͸ z�
1�0 '0R I = （　①　） 50 /6. 45&P 1
130     I'  .0%	/6.
I
 （　②　） 0 5)&/
140          PRI/5 （　③　）�

150     &/% I'
160 /&95 I
170 PRI/5 l です。z
180 &/%

Ⅴ 　解答༻ࢴにඳかΕているཱମਤ（౳֯ਤ）と౤Өਤ（ୈ֯ࡾ法）の正໘ਤを΋とに、౤Өਤ（ୈ֯ࡾ法）のฏ໘ਤとӈଆ໘ਤをॻき
な͞い。ͨͩし、໼ҹの޲きからͨݟਤを正໘ਤとする。·ͨ、େき͞͸౤Өਤの໨੝りの数に߹Θͤること。

ਤ̍

本尺

バーニヤ目盛

7.08�4.�� ʹʵ3.51（TJO �3 4˃1�56�ʵDPT 80 3˃7�1��）3

6.35 ʷ 1.7� ʹʵ14�.673㲋 �.68�ʵ4.03 ʷ MPH10 �.413

ද̍ Ａ Ｂ ̭
̌ ̌ ①
̌ １ ②
１ ̌ ③
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令７　高等学校工業（デザイン）（ 7 枚のうち ø ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）



令７　高等学校工業（デザイン）（ 7 枚のうち ù ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅵ　デザイン製ਤについて、࣍の໰いに答えな͞い。
੒ਤとしてద੾な΋のを、͋とのアʙクからͦΕͧΕ１つબΜで、ͦのූ号を׬の⑴ʙ⑸のల։ਤから作੒͞Εるύッケージの࣍　１

ॻきな͞い。ͨͩし、ඳかΕているઢҎ外に͸੾りࠐΈ΍ંΕઢ͸ない΋のとする。
⑴　　　　　　　　　ç⑵　　　　　　　　 　⑶　 　　　　　　　　　⑷　　　　　　　　　　　　　⑸

ア　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　çウ　　　　　　　　　　　　　　　　エ　

オ　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　çキ　　　　　　　　　　　　　　　　ク　

に߹Θͤてॻきなࢴ༺を使い、解答ࣈのੇ法を、ੇ法ิॿઢɾੇ法ઢ、ੇ法ิॿ記号、数（のଠઢ෦ࢴ༺解答）に指ࣔする各෦࣍　２
͞い。解答͸、フリーϋンドでよい。
⑴　௚ܘ 15mm
⑵　൒３ܘmm
⑶　１ล 10mm の正方ܗ
⑷　45 ໘˃取りで໘取りੇ法２mm
ܘの௚ٿ　⑸ �0mm

Ⅶ　デザインのաఔにおいて༷ʑなアイデア΍工෉͕૑造͞Εる。ͦΕらをެతに஌త࢈ࡒ、஌తݯࢿとしてఆٛ෇けอޢする୅දతな
法తอޢの１つに࢈ࡒۀ࢈権͕͋る。࣍の１ʙ４のઆ明に͋う࢈ࡒۀ࢈権を、͋とのアʙオからͦΕͧΕ１つબΜで、ͦのූ号をॻき
な͞い。
１　঎඼に使༻するඪষ（文ࣈ、ਤܗ、記号·ͨ͸こΕらの૊߹ͤ、·ͨ͸こΕと৭彩の૊߹ͤ）をಠ઎తに使༻する権利。
らͣ、物のݶをಠ઎తに実施する権利。物඼にؔするൃ明に（૝の૑作ࢥવ法ଇを利༻しͨ高度の技術తࣗ）༩するൃ明دにۀ࢈　２

製造方法などに΋༩えらΕる。
３　物඼のܗঢ়、ߏ造·ͨ͸૊߹ͤにかかるߟҊ（ࣗવ法ଇを利༻しͨ技術తࢥ૝の૑作）をಠ઎తに実施する権利。高度なൃ明で͋

るඞ要͸ない͕、実༻తなޮՌ͕ඞ要で͋る。
４　物඼のܗঢ়、໛༷、৭彩、·ͨ͸こΕらの૊߹ͤでඒ観をىこͤ͞る΋のをಠ઎తに実施する権利。ͨͩし、֮ࢹを௨͡ඒ観をى

こͤ͞る΋ので͋ること͕ඞ要で͋る。
ア　ಛڐ権 イ　঻૾権 ウ　ҙঊ権 エ　実༻৽Ҋ権 オ　঎ඪ権



令７　高等学校工業（デザイン）（ 7 枚のうち ú ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅷ　࣍の１ʙ５͸、໊作Ҝࢠの解આ文で͋る。１ʙ５の໊作Ҝࢠの඼໊としてద੾な΋のを、解答群Ａの a ʙ M から、デザインしͨਓ物
໊としてద੾な΋のを、解答群Ｂの͋ʙ͠から、作඼ਤとしてద੾な΋のを、解答群Ｃのアʙサから、࠷΋ؔ܎の͋る༻ޠとしてద੾
な΋のを、解答群Ｄのᶃʙ⑧から、ͦΕͧΕ１つͣつબΜで、ͦのූ号をॻきな͞い。ͨͩし、ಉ͡ූ号をෳ数ճ使ͬて΋よい。
１　1�50 ೥୅にىこͬͨ৽しい工ۀデザインの動きで、੒ܗ߹൘΍プラスνック、アルϛ、ワイϠーなどの৽ૉࡐを༻いͨ機ೳੑの

高いՈ具デザイン͸、Ո具を手工ۀから解์し、プロダクトデザインの対৅と੒しͨ。この࣌の୅දతな作඼としてデザイン͞Εͨ
の͕シΣルߏ造のҜࢠで͋る。

２　造ܗ要ૉをਫฏ、ਨ௚のࠇのઢと੺ɾ੨ɾԫのݪࡾ৭とΘͣかなແ彩৭にݶఆし、ࣗવから解์͞ΕͨزԿֶந৅ܗଶによりݸผ
ੑ΍ಛघなඒし͞を௒ӽし、ීวతなௐ࿨の法ଇ΍Ӊ஦తなඒのදݱを指޲するதでಘͨߟえをこのҜࢠで実ફͤͨ͞。

３　Ո具の֨نԽの実ݧを手͕け、֨نԽɾඪ४Խという工ۀデザインのࠜຊ໰୊に取り૊Μͩਓ物͕デザインし、スνールύイプ（߯
؅）を͛ۂてߏ造ମにしͨ、৽しいܗの機ೳతなҜࢠのҰつで͋る。

４　1�70 ೥୅にポリΤステルとΨラスણҡをࡐྉに、୯Ұ工ఔで੒͕ܗՄೳとなͬͨҜࢠで͋る。·ͨ、このҜࢠ͸ܗଶ্のことか
らアートとしてのଘײࡏ΋ओ張できͨ。

５　1740 ೥ࠒ、フランスのՈ具༷ࣜを取りೖΕͨロンドンの著໊なՈ具作Ոによりデザイン͞ΕͨҜࢠで、フランスՈ具のような߽
՚͞͸ない͕、ܰշでシンプルなܗをしておりࢢຽ生活に;͞Θしい΋ので͋ͬͨ。

ʲ解答群Ａʳ

ａ　リϘンバックνΣア 　　ｂ　ウィンザーνΣア 　　ｃ　バタフライスπール 　　ｄ　νューリップνΣア
ｅ　アントνΣア 　　　　　ｆ　ワシリーνΣア 　　　̶　ブルノνΣア 　　　　　̷　レッドɾアンドɾブルーɾνΣア
̸　スタッキングνΣア 　　̹　バルセロφνΣア 　　̺　̢̠νΣア 　　　　　　̻　スーύーレジΣーラ

ʲ解答群Ｂʳ

͋　ϛースɾファンɾデルɾローΤ い　マルセルɾ̡ɾブロイϠー う　ワシリーɾカディンスキー
͑　アルネɾϠコブセン お　トーマスɾνッペンデール ͔　༄　फཧ
き　ϕルφーɾύントン く　Τーロɾサーリネン け　ϔリットɾ̩ɾリートフΣルト
͜　フランクɾ̡ɾライト ͞　ウィリアϜɾモリス ͠　νϟールζɾイーϜζ

ʲ解答群Ｃʳ

　　　　ア　　　　　　　　イ　　　　　　ウ　　　　　　　　エ　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　カ

　　　　キ　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　  ケ　　　　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　　　 サ

ʲ解答群Ｄʳ

ᶃ　スカンジφϏアモダン ②　ϛッドセンνュリー ③　ロココ ᶆ　ΰシック
ᶇ　アールɾψーϘー ⑥　デɾステイル ᶉ　ドイπ工作࿈ໍ ⑧　バウϋウス



令７　高等学校工業（デザイン）（ 7 枚のうち û ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅸ　࣍の１ʙ６͸、デザインにؔする༻ޠをઆ明しͨ΋ので͋る。ͦΕͧΕの༻ޠを、カタカφでॻきな͞い。
１　ポスター੍作を行うதで、コピー（文Ҋ）、マーク、ࣸਅ、イラストレーションなどのදݱ要ૉを഑置すること。
２　Ϗジュアルデザインでද͞ݱΕる΋のをࣾձにಧけるͨΊのテレϏ΍ポスター、؃൘などのഔମのこと。
３　プロダクト製඼をྔ࢈༻のܕݪとして作らΕる΋ののことで実ࡍにे分使༻Մೳで͋ることからこうݺ͹Εる。׬੒ྔ࢈඼とಉ༷

に作らΕる͕、ྔ࢈඼との違い͸製作͕Ұ඼製作で、ଟ͘の෦分を手Ճ工によͬている。ۀاによͬて͸プロトタイプモデルと΋ݺ
͹Εる。

４　1�70 ೥୅にロφルドɾメイスによͬてఏএ͞Εͨ͋らΏるମ֨、೥ྸ、ো֐の度߹いにؔΘらͣ、ͩΕ΋͕利༻できる製඼ɾ؀
。の૑造を໨指しͨデザインڥ

５　インテリアを計ըするときプライバシーをอͬͨり、コϛュニケーション͕取り΍すいようになど໨తにԠ͡てू·りのܕを૝ఆ
してお͘ඞ要͕͋る͕、ձٞ΍Ո଒ஂᓒをҙࣝしͨू߹のかͨͪのこと。

６　フランスのݐஙՈルɾコルϏジΣによͬてఏএ͞Εͨ、ਓମのੇ法΍ͦの比ྫのؔ܎をجຊにして、デザインする৔߹のੇ法ମܥ
をԫۚ比とフィϘφッν数ྻでߏ੒͞Εͨਓ間ई度。

Ⅹ　࣍の文をಡΜで、͋との໰いに答えな͞い。
①服০と͸、衣服とͦΕに෇ਵする૷০඼をҙຯする。衣服を作るということ͸、ฏ໘తな෍をཱମతなମに߹Θͤな͕ら作ること

で͋る。ਓʑ͕ٻΊる衣服と͸、ମに߹ͬてண৺஍͕よ͘、ண༻ऀ͕ඒし͘ݟえる΋ので͋る。
、ࡍຊ͸มΘる΋ので͸ない。·ͨ服を作るجり、ମに߹う服作りのݶ୅͕どのようにมΘͬて΋、②衣服͕ਓのணる΋ので͋る࣌　
。୅とと΋にҠりมΘり、ਓʑの生活のதで、生·Εて͘る΋ので͋る࣌୅を൓өしていること͕େ੾で͋る。ファッション͸࣌
　ͦΕをいͪૣ͘͡ײ取ることによͬて、③৽しいൃ૝͕生·Εる。࣌୅を൓өしͨੑײをຏͨ͘Ίに͸、衣服ͩけでな͘、޿い分໺
での׬੒度の高い΋のに接し、ײ動する৺をݟ、ͪ࣋る໨をཆΘなけΕ͹ならない。

１　Լઢ෦①について、服০の分類͸、衣服、小物類、アクセサリー類に分けらΕる。࣍のアʙシを衣服、小物類、アクセサリー類に
ͦΕͧΕ分類し、ͦのූ号をॻきな͞い。
ア　ϕルト イ　๧ࢠ ウ　ワンピース エ　コサージュ オ　ネクタイ カ　スーπ キ　ϕスト
ク　ストッキング ケ　ύンπ コ　ڸ؟ サ　バンダφ シ　バッグ

２　Լઢ෦②について、衣服製作に͸、ಛఆのݸਓを対৅にしͨʮ注文服ʯと、不ಛఆଟ数のਓを対৅にしͨʮ既製服ʯ͕͋る。࣍の
໰いに答えな͞い。
⑴　ʮ注文服ʯのことをԿというか、カタカφでॻきな͞い。
⑵　ʮ既製服ʯとʮ注文服ʯの製作プロセスとしてద੾な΋のを、࣍のアʙエからͦΕͧΕ１つબΜで、ͦのූ号をॻきな͞い。

ア　情報収ूˠ঎඼計ըˠاըܾఆˠサンプル作੒ˠలࣔձˠ工ۀ༻ύターン作੒ˠࡋஅˠ๓製ˠ·とΊˠ্͛࢓
イ　ଧ߹ͤˠデザインը作੒ˠ計ଌɾܕݪ作੒ˠύターン作੒ˠࡋஅɾԾ๓いˠࢼணɾิ正ˠຊ๓いˠ׬੒ɾࢼண点ݕ
ウ　情報収ूˠاըܾఆˠ঎඼計ըˠサンプル作੒ˠలࣔձˠ工ۀ༻ύターン作੒ˠ๓製ˠࡋஅˠ্͛࢓ˠ·とΊ
エ　ଧ߹ͤˠ計ଌɾܕݪ作੒ˠデザインը作੒ˠࡋஅɾԾ๓いˠύターン作੒ˠࢼணɾิ正ˠຊ๓いˠ׬੒ɾࢼண点ݕ

３　Լઢ෦③について、デザインの計ը͸、ࢥいつき΍ͻらΊきで生·Εる΋の͸গな͘、༏Εͨデザイン͸、டং͋るաఔを౿·な
けΕ͹実ݱしない。Ұൠに͸、঎඼ผに数ਓ͕プロジΣクトνーϜを૊Μで活動する͕、ͦの࣌νーϜでڞ༗するデザイφーの製作
ҙਤ΍֓要、方਑を·とΊͨ΋のをԿというか、カタカφでॻきな͞い。

Ⅺ　࣍の文をಡΜで、͋との໰いに答えな͞い。
　ฏ໘ߏ੒͸、ೋݩ࣍త（ฏ໘）な要ૉを࣋つ΋のをओとして扱うߏ੒で、ཱମߏ੒とと΋にߏ੒の分໺にؚ·Εる。造ܗతに͸දݱ
の各要ૉを݁߹して、৽しいҰつの作඼ɾ造ܗ物を作り্͛ることで͋る。ͦのͨΊに͸、①ܗଶ、②৭彩、දࡐݱྉ、③技法につい
てのڀݚをॏͶること͕େ੾で͋る。
１　Լઢ෦①について、解答༻ࢴに͋るઢ΍໘をҠ動ɾճసͤ͞ると、໘΍ཱମとなる。࣍の⑴ʙ⑷のようにઢ΍໘をҠ動ɾճసͤ͞

ͨ৔߹、どのような໘΍ཱମになるか、ͦΕͧΕॻきな͞い。ͨͩし、໘΍ཱମ͸ྠֲઢのΈでදすこと。
⑴　ઢＡを、໼ҹの方޲に、໼ҹのڑ཭ͩけฏ行Ҡ動ͤ͞てできる໘
⑵　ઢＢを、点をத৺に、൓࣌計ճりに、໼ҹ分ͩけճసͤ͞てできる໘
⑶　໘Ｃを、໼ҹの方޲に、໼ҹのڑ཭ͩけฏ行Ҡ動ͤ͞てできるཱମ
⑷　໘Ｄを、࣠をத৺として、１ճసͤ͞てできるཱମ



令７　高等学校工業（デザイン）（ 7 枚のうち ü ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

２　Լઢ෦②についてड़べͨ࣍の文தの（　ａ　）ʙ（　ｆ　）にೖる࠷΋ద੾な۟ޠを、ͦΕͧΕॻきな͞い。
　　৭に͸৺ཧతなಇき͕͋り、ಛに৭によͬて対৅物の஌֮తなҹ৅͕มԽするの͸、ਓのܥ֮ࢹのຊདྷͬ࣋ているಛੑにجづ͘΋

ので、全てのਓ͕࣋つײ情ޮՌで͋る。ྫえ͹、（　ａ　）৭とݺ͹Εる੺ɾオレンジɾԫなど͸暖か͘͡ײ、ಉ͡ڑ཭からݟて΋
લにඈͼ出してݟえるͨΊ、ਐ出৭と΋ݺ͹Εる。ٯに（　ｂ　）৭とݺ͹Εる੨྘΍੨など͸ྫྷͨ͘͡ײ、ԕ͘に͋るように͡ײ
らΕるͨΊ、ޙୀ৭と΋ݺ͹Εる。·ͨ、ಉ͡େき͞のനいϘールとࠇいϘール͕͋Ε͹、ന͸େき͘ݟえるͨΊ（　ｃ　）৭、ࠇ
͸小͘͞ݟえるͨΊ（　ｄ　）৭とݺ͹Εる。Ճえて、৭による೿手ɾ஍ຯのҹ৅において͸、৭のࡾଐੑで͋る（　ｅ　）͕高い
΄ど೿手にݟえる。ଞに、৭͸、पғとのؔ܎でҟなͬてݟえ、҉いഎܠのதに͋る৭͸より明る͘、明るいഎܠのதに͋る৭͸よ
り҉͘ݟえる。このようなݱ৅を（　ｆ　）という。

３　Լઢ෦③について、࣍の⑴ʙ⑸のઆ明に͋う技法໊をカタカφでॻき、ը૾として࠷΋ద੾な΋のを、解答群アʙキからͦΕͧΕ
１つબΜで、ͦのූ号をॻきな͞い。
⑴　͋る物࣭の্にࢴを౰て、クレϤンɾコンテɾ୸ɾύステルɾછྉをછΈࠐ·ͤͨタンポンɾԖචなどを使ͬてこすり、࣭ࡐに

よͬて違う各छの஍ഽをࣸし取る。தࠃ΍೔ຊで͸୓ຊと΋ݺ͹Εる技法。
⑵　ฏ׈な比ֱతްいࢴの্に、༉ੑ分のଟいֆの具をృり、ผのฏ׈なࢴをॏͶ߹Θͤ、ֆの具͕ס૩し࢝Ίるલに͸͕すことに

よͬて、छʑのܗ৅をը໘にදす。ͦのਤܗ͸、ロールシϟッϋ法という৺ཧテストに༻いらΕている。
⑶　ըࡐを༻いͣ、実物（ࢴɾҹ࡮物ɾ෍ɾ࠭ɾۚଐ൘ɾ໦のബ൘）を௚接ը໘にషり෇け、ฏ໘ߏ੒する技法。
⑷　バットঢ়のઙい༰ثにਫをೖΕ、๽΍༉ੑのֆの具などをͦの্にྲྀし、ࡉい๮ঢ়の΋のでΏͬ͘りかきճしてྲྀΕ໛༷をつ͘

る。͞らにͦのද໘にٵਫੑのよいࢴをのͤ、ͦの໛༷をࣸし取る。๽ྲྀしと΋ݺ͹Εる技法。
⑸　ֆの具をつけͨචにਫをଟؚ͘·ͤて、ࢴの্にణらしͨり、ච先をৼͬてࢴの্にམとしͨ΋のを͞らにଉをਧきࢄらしͨり

する技法。ՖՐのようなܗঢ়΍ਫణのイメージをදݱでき、༻ࢴの஍໲によͬて͸ྲྀΕにಠಛなύターン͕ݱΕる。

ʲ解答群ʳ

　　　　　　  ア　　　　　　　　　　　　　　イ 　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　エ

　　　　　　  オ　　　　　　　　　　　　　  カ　　　　　　　　　　 　　　キ　



令７　高等学校工業（デザイン）解答用紙（ 7 枚のうち 6 ）
受
験
番
号6 7

高デ

総計 高
デ

Ⅰ

１ ① ② ③

２

３

Ⅱ

１

２ ３ ［mm］

４

５

Ⅲ
１ ２

３

Ⅳ

１ ２

３

４ ① ② ③ ④

５ ① ② ③

Ⅴ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅱ



令７　高等学校工業（デザイン）解答用紙（ 7 枚のうち 7 ）
受
験
番
号7 7

高デ

総計 高
デ

Ⅵ

１ ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

２

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

Ⅶ １ ２ ３ ４

Ⅷ

解答群Ａ 解答群Ｂ 解答群Ｃ 解答群Ｄ

１

２

３

４

５

Ⅸ
１ ２ ３

４ ５ ６

Ⅹ
１ 衣服 小物類 アクセサリー類

２ ⑴ ⑵ 既製服：　　　注文服： ３

Ⅺ

１

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

２
ａ ｂ ｃ

ｄ ｅ ｆ

３
⑴ 記号 ⑵ 記号 ⑶ 記号

⑷ 記号 ⑸ 記号

枠縦幅
R6　12mm
R7　10mm

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ



令７　高等学校工業（デザイン）解答用紙（ 7 枚のうち 6 ）
受
験
番
号6 7

高デ

総計 高
デ

Ⅰ

１ ① ② ③

２

３

Ⅱ

１

２ ３ ［mm］

４

５

Ⅲ
１ ２

３

Ⅳ

１ ２

３

４ ① ② ③ ④

５ ① ② ③

Ⅴ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅱ

令７　高等学校工業（機械）解答用紙（ 7 枚のうち 6 ）受
験
番
号6 7

高機

総計

高
機

R6　枠幅 15mm
R7　 〃   10mm

Ⅰ

１ ① ② ③

２

３

Ⅱ

１

２ ３ ［mm］

４

５

Ⅲ
１ ２

３

Ⅳ

１ ２

３

４ ① ② ③ ④

５ ① ② ③

Ⅴ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅱ

200

17

22

10

21

10

エ

リユース

電気工事実習において、怪我を防ぐ観点から実習に不要な工具を鍵のかかるロッカーに片づける。
など

電気工事実習において、事故防止の観点から工具の正しい取扱い方について実習安全指導を行う。
など

照明リモコンなどをインターネットに接続することで、動作しているかどうかスマートフォンなどを使い、外出先
から確認できるような、インターネットとモノをつなぐことにより生活を便利にする技術のこと。 など

ディジタルファブリケーション

分母のカッコの位置、各数値のべき乗の位置を間違えないようにする。

（教育情報セキュリティポリシー）実施手順

製造物責任法（PL 法）

ウ

著作権法

0 0 1 1

I=1

36.55

833.04

ウ

ウ

リデュース

カ

リサイクル

高等学校工業（機械）模範解答
200

模範解答



令７　高等学校工業（デザイン）解答用紙（ 7 枚のうち 7 ）
受
験
番
号7 7

高デ

総計 高
デ

Ⅵ

１ ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

２

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

Ⅶ １ ２ ３ ４

Ⅷ

解答群Ａ 解答群Ｂ 解答群Ｃ 解答群Ｄ

１

２

３

４

５

Ⅸ
１ ２ ３

４ ５ ６

Ⅹ
１ 衣服 小物類 アクセサリー類

２ ⑴ ⑵ 既製服：　　　注文服： ３

Ⅺ

１

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

２
ａ ｂ ｃ

ｄ ｅ ｆ

３
⑴ 記号 ⑵ 記号 ⑶ 記号

⑷ 記号 ⑸ 記号

枠縦幅
R6　12mm
R7　10mm

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

エ

オ

d オく ②

f サい ⑧

h コけ ⑥

i

暖

フロッタージュ デカルコマニー コラージュエ イ カ

寒 膨張

レイアウト メディア ワーキングモデル

エき ②

a

収縮

マーブリング ドリッピングウ オ

彩度 明度対比

ユニバーサルデザイン

ウ　カ　キ　ケ　（完解）

オーダーメイド ア イ

イ　オ　ク　サ　（完解） ア　エ　コ　シ　（完解）

コンセプト

ソシオペタル モデュロール

クお ③

ア エ ウ

ウキ オ ア

20

20

12

20

40

8

模範解答




